東広島市立三ツ城小学校　松本幸子
国語科学習指導案　　単元名　　～さまざまな生き方について考えよう「プロフェッショナルたち」～
令和６年１月23日（火）６校時　　　　　　　　　　　　　　　６年３組39名　　指導者　松本幸子　

　　　　　　　　　　　　　　


　
１　単元の目標
○読書に親しみ，読書が自分の考えを広げることに役立つことに気付くことができる。　　〔知識及び技能〕(3)オ
○「読むこと」において，文章を読んで理解したことに基づいて，自分の考えをまとめることができる。
                                                                 〔思考力,判断力,表現力等〕C(1)オ
◎「読むこと」において，文章を読んでまとめた意見や感想を共有し，自分の考えを広げることができる。
[bookmark: _Hlk155285355]〔思考力,判断力,表現力等〕C(1)カ
○言葉がもつよさに気付くとともに，幅広く読書をし，国語を大切にして思いや考えを伝え合おうとする。
 　　　　　　　　　「学びに向かう力，人間性等」　　　　　　　　　　　　　　　





２　単元で取り上げる言語活動
説明や解説などを比較して読み，分かったことや考えたことを話し合ったり文章にまとめたりする活動
〔思考力,判断力,表現力等〕C(２)ア



３　単元について　　　　　　　　　　　　　　　４　子供の姿について本単元は，これまでの説明文の学習で論の進め方を捉えたり，説得の工夫を読み取ったりしたことを生かして，人物の生き方や考え方が書かれた文章を読み，自分の将来について考えることを通して自分の考えを広げたり深めたりする力を付けることをねらいとしている。
本教材「プロフェッショナルたち」は，３人のプロフェッショナルが登場し，それぞれの人物の実体験，思いや考えを語り手が述べている部分と登場人物自身が述べる部分とで構成されている。３人の事例では，主に人物の紹介，その仕事をめざした動機，失敗や困難な出来事，その時の考えや行動，そして，その後に「プロフェッショナルとは」という問いの答えが，その人物自身の言葉として添えられている。まもなく中学へ進学する児童にとって，自分の将来と関わらせて考えられるテーマであり，関心が高いと考えられる。そのため，この教材を学習することを通して，自分の将来や職業，生き方についても考える機会にすることができると考える。
本単元では，教材文とともに並行読書を行い，「自分が考えるプロフェッショナルとは」について交流する言語活動を設定した。自分が選んだプロフェッショナルについて，「心に残ったこと」を紹介し合い，互いの意見の違いを明らかにしたり，良さを認め合ったりすることを通して，自分の考えを広げることは，今後，児童が将来の仕事や職業，夢の実現について考える時の大きな支えになると考える。
本学級の児童は，これまでに「町の未来をえがこう」で，複数の資料を関係付けながら，自分の考えをスライドにまとめて発表したり，「海のいのち」で，物語が最も強く自分に語りかけてきたことは何かを交流したりすることを通して，人としての生き方を考えた。
令和５年度全国学力・学習状況調査における「読むこと」に係る平均正答率は81.7％であった。また，誤答分析の結果から，「文章を読んで理解したことに基づいて，自分の考えをまとめる」の正答率は65.8％であり，書かれている内容について，叙述をもとに自分の考えをまとめることに課題があった。
「海のいのち」の交流の際にも，授業後の振り返りを見ると，自分の考えを深めることができにくい児童が20％程度見られた。
また，将来の夢や仕事に関する児童アンケートは以下のとおりである。
将来の夢ややりたい仕事についてのアンケート
％
具体的な夢や，やりたい仕事が決まっている。
62.8
好きなことや得意なこと，続けていることがある
88.6
こんな人になりたいと思う憧れがある。
82.8
夢や職業について不安や疑問に思うことがある。
65.8
これらのことからプロフェッショナルたちの仕事と向き合う姿や生き方を読み取ることはある程度できるものの，今の自分と結び付けて大切にしたいことを考えたり，プロフェッショナルについて自分の考えをまとめたりする際につまずきが予想される。
また，交流活動では，自分の考えを伝えることにとどまり，考えを深めたり広げたりすることができにくいことが予想される。
・「焦点化」「視覚化」「共有化」において，本単元で特に大切にしたい点について，それぞれ１つずつ以上書く。





































５　指導上の手立て
授業展開の工夫
・児童が意欲をもって学習を進めることができるようにするために，「めざせ！12才のプロフェッショナル～君が大切にしたい生き方をみつけよう～」というテーマを設定し，単元の最後にこれからの自分を支える言葉や，大切にしたい生き方を文章にまとめて紹介することを伝える。 
・プロフェッショナルたちの仕事に向き合う姿や生き方について読み取ることができるようにするために，「プロフェッショナルカード」を用いる。カードには，「仕事の内容」「苦労やすばらしさ」「乗り越えるための努力」「生き方から学ぶこと」などの観点を示し，内容を整理しながら読むようにする。
・「自分が考えるプロフェッショナルとは」を意識しながら読むことができるようにするために，並行読書の際に，自分の心に残った言葉を付箋に書いてまとめるようにする。
・交流を通して考えを広げたり深めたりすることができるようにするために，適宜，グループ交流を取り入れる。その際，「共感」「納得」「発見」「疑問」など，「みんなで話そうガイド」を示すとともに，大切なことをメモするようにする。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〈共有化〉











６　観点別評価規準
　Ｃ　読むこと　第５学年及び第６学年
	ア　説明や解説などの文章を比較するなどして読み，分かったことや考えたことを，話し合ったり文章にまとめたりする活動

	知識・技能
	思考・判断・表現
	主体的に学習に取り組む態度

	○読書に親しみ，読書が自分の考えを広げることに役立つことに気付いている。　　　　(３)オ
	○「読むこと」において，文章を読んで理解したことに基づいて，自分の考えをまとめている。  C(1)オ
◎「読むこと」において，文章を読んでまとめた意見や感想を共有し，自分の考えを広げている。C(1)カ
	○進んで様々な生き方に関連する本を読み，学習課題に沿って，感じたことや考えたことを伝え合おうとしている。





７　学習指導計画 （全10時間）　　　　　　　　　　　　　　　　　形成的評価〇　見取る評価◎１時間に二つの評価基準を設定するときは，１番ねらうことを◎にして，その他を○にする。

	次
	時
	主な学習活動
	評価

	〈単元の課題設定〉
「めざせ！12才のプロフェッショナル～君が大切にしたい生き方を見付けよう～」
	知・技
	思・判・表
	主体的

	一
	○「プロフェッショナル」とはどんな人だろう。　　　　　　　　　　　　(主体的な学び)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

	
	１
２


３
	・仕事について関心をもち，プロフェッショナルとはどんな人なのかを考える。
・現在の自分（夢，長所，課題）を振り返るとともに，教材文や並行読書を通して，感じたことを交流しながら「自分が考えるプロフェッショナルとは」について交流するという学習の見通しをもつ。
・仕事や生き方について書かれた文章を読む。［並行読書］
	○



○
	


	
◎

	二
	○「プロフェッショナルたち」の仕事や仕事への思いを読み取ろう。　　（対話的な学び）

	
	４

５

６

	・「海獣医師，勝俣悦子の仕事」を読んで，勝俣さんの仕事や仕事への思いを読み取る。
・「板金職人，国村次郎の仕事」を読んで，国村さんの仕事や仕事への思いを読み取る。
・「パティシエ，杉野英実の仕事」を読んで，杉野さんの仕事や仕事への思いを読み取る。
	

	〇

〇

○

	

	三
	○「自分が大切にしたい生き方」を交流しよう。（深い学び）

	
	７

	・仕事や生き方について書かれた文章を読み，自分の心に残った言葉やその理由をまとめる。［並行読書］
	◎
	
	


	
	８
本
時
	・これまでの学習をもとに，自分の大切にしたいことを伝え合い，自分の考えを広げたり深めたりする。
	
	◎
	

	
	９


10
	・友達との交流を通して考えたことや，自分の考えが広がったり深まったりしたことをもとに，再度，仕事や生き方について書かれた文章を読み，「自分が考えるプロフェッショナルとは」についてまとめる。
・学習を通して考えたことや，自分の考えが広がったり深まったりしたことを伝え合う。
	
	○
	


◎





８　本時の展開（8/10）
本時の目標　これまでの学習をもとに自分が大切にしたいことを伝え合い，自分の考えを広げたり深めたりすることができる　　〈Ｃ読むこと(1)カ〉【思考力・判断力・表現力等】



《本時における授業づくりの工夫》
○お互いの考えを交流する際に共感・納得・発見・疑問の視点を示し，自分の考えを広げたり深めたりするための『みんなで話そうガイド』を示す。





	
		学習活動	
	・指導上の留意点　☆評価　　　

	つかむ　 ／　見通す　／　　　　　　学び合う　　　　　　　　　　　／　　　考える　　　　　　／　　振り返る
	１　これまでに学習してきた「勝俣悦子さん」「国村次郎さん」「杉野英実さん」の仕事や仕事への思いを確認する。
・勝俣悦子…海獣医師　シャチのカレンの死，セイウチのムックの手術　失敗しても立ち止まらない
・国村次郎…板金職人　超ジュラルミンで思うような曲面が作れない　あきらめずに努力を続ける
・杉野英実…パティシエ　４年間も手紙　菓子作りに没頭する
　　　　　　一切妥協しない　当たり前を続ける

２　本時のめあてを確認する。



３　班ごとに，交流する。
　〈紹介する時〉
①並行読書で出会った人，その人の紹介
・私は～という人を紹介したい。その人は○○する人だ。
②心に残ったこととその理由
・私は○○ということが強く心に残った。その理由は～。
・私を支える言葉は～だ。その理由は～。　など
③大切にしたい生き方
・だから，私は～ということを大切にしたい。
〈聞くとき〉
○あいづちや短い言葉をはさみながら聞く。

〈交流する時〉
○友達の考えを聞いて感じたことを伝え合う
・～さんの○○という考えを聞いて，私も～だと思う。〈共感〉
・～さんの○○という考えは自分にはない考えだった。〈発見〉
・～さんの話を聞いて，私もその人について知りたいと思った。

４　「自分が考えるプロフェッショナルとは」について全体で交流する。
[bookmark: _Hlk138881833]○班での交流を通して，再度，自分が大切にしたい生き方についての考えをまとめ，全体で交流する。
・私が考えるプロフェッショナルとは，自分にできる精一杯の準備をするということだ。
・私が考えるプロフェッショナルとは，自分のまわりの人を大切にするということだ。



５　本時の学習をまとめる。



	・前時までの学習を振り返り，グループで交流することを確認し，学習への意欲がもてるようにする。
・『プロフェッショナルカード』や書き溜めた付箋をもとに学習を振り返るよう助言する。



[bookmark: _Hlk155459435][bookmark: _Hlk155459436]大切にしたいことを伝え合い，「自分が考えるプロフェッショナルとは」をまとめよう。






・『みんなで話そうガイド』を示し，考えをつなぎながら交流するよう伝える
〈共有化〉
・紹介することをまとめた『プロフェッショナルカード』（タブレット）を見せながら，自分の考えや体験と結びつけて話すよう助言する。

・友達の考えをメモしながら聞くように指示する。

・友達の考えのよさや自分の考えとの共通点・相違点，もう少し詳しく聞きたいことなどについて交流することを伝える。

・交流を通して感じたことを「自分が考えるプロフェッショナルとは」として一人一人短冊に書く。
・「私が考えるプロフェッショナルとは，
　　　（ということ）」の話型を示す。
☆プロフェッショナルについて自分なりの考えを短冊にまとめている。　　　〈短冊〉




・出た言葉は，どれもその人にとっての支えになるものであることを伝え，まとめとする。
人それぞれに大切にしたい生き方があり，それを（「流儀」「プライド」「信念」）というのではないか。






９　本時の見取り
	Ｂ
	概ね満足できる児童の姿の例
○プロフェッショナルについて自分なりの考えを短冊にまとめている。（①＋②）〈短冊及びノート〉

	
	児童の姿の例
	要素
	手立て

	
	1 私が考えるプロフェッショナルとは精一杯の準備をするということだ。

2 その理由は，何かに挑戦する時，失敗したらどうしようと不安になることがあるけれど，プロフェッショナルの人たちの考えを知って，目標に向けて，自分なりに納得のいく準備が出来たら悔いはないと思えたからだ。
	①大切な言葉を選んで短くまとめている。

②なぜその言葉でまとめたのか自分の考えや体験と結び付けて理由を述べている。
	・板書や付箋を見ながらキーワードになりそうなものを選ぶ。
・似たような経験や共感できることがないか，尋ねる。

	Ａ
	
◎十分満足できる児童の姿…「概ね満足」の例①②に付け加え,次のような記述③がある。
・教材文や並行読書と結び付けた記述
③国村次郎さんのように，最後まであきらめず挑戦し続ける生き方をしていきたい。
・友達の考えと結び付けた記述
③～さんの○○という言葉のように，自分の周りの人のことも考えられる優しい生き方をしたい。




10　板書計画
　　プロフェッショナルたち
めあて大切にしたいことを伝え合い、「自分が考えるプロフェッショナルとは」をまとめよう。
　



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　



交流して考えを深める　
自分が考えるプロフェッショナルとは










まとめ　
人それぞれに大切にしたい生き方があり、それを（流儀・プライド・信念）というのではないか。


〈写真〉

勝俣悦子
〈海獣医師〉
・シャチのカレンの死
・セイウチのムックの手術
○失敗しても立ち止まらない
○ゆるぎないものをもつ
〈写真〉

杉野英実
〈パティシエ〉
・四年間手紙を送り続ける
・パリでの修行
○職業を極める
○自分を高める
〈写真〉

国村次郎
〈板金職人〉
・ハンマー一つで板金
・超ジュラルミンの加工
○試行錯誤を続ける
○自分に向き合い技を磨く
○技は裏切らない
みんなで話そうガイド

















〈挿絵〉
けんじと
お母ちゃん
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